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炭水化物栄養から見た「 はえぬき」 の品種特性
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1 は じ め に

山形県では,8月 が日照不足,9月 が高温となった平成
10年 (1998年)において,「 |まえぬき」と「 ササニシキ」
の間で収量・品質が大きく異なった。すなわち,「はえぬ

きJではほぼ平年並であったが,「ササニシキJが平年を

下回った。そこで,こ の要因を解析した結果,茎葉の炭水

化物栄養からみた登熟に関与する品種の特性を明らかにし

たので報告する。

2試 験 方 法

試験年度は平成10年で,山形県立農業試験場庄内支場の

水稲作況解析試験の調査データを用いた。なお.平成10年

の気象は,8月 の日照時間が平年比で78%と 少なく, 9月
の平均気温は平年比111%で特に前半が高くなった。

供試品種は「はえぬき」と「ササニシキ」で,移植日は

5月 10日である。施llkは 10a当たり窒素成分で「はえぬ

きJが基肥 6 kgと 出穂前25日 の2 kg,「ササニシキ」が基

肥4 kg,出穂前20日 の1 5kgと 10日前の l kgで ある。

TAC(全糖とデンプンの合量)の分析は次のとおりで
ある。全糖は微粉砕試料を80%アルコールで 3回抽出した

もの,デ ンプンは全糖抽出後の残さを過塩素酸で抽出 02
規定 1回 ,46規定 2回)し たものを,ア ンスロン法で比

色定量した。

みかけの光合成速度は,携帯型光合成測定装置 (L社製 ,

L16400型)で ,単葉について光量子2000で測定した。

登熟歩合は比重106の塩水で測定した。整粒歩合は粒厚

1911以上の玄米を調査した。

3 試験結果及び考察

出穂期は「はえぬき」が8月 6日 ,「ササニシキJが 8

月5日 で,穂数は「はえぬき」が510本 /ピ ,「ササニシ

キJが534本/ずで, 1穂籾数は「ササニンキ」が「はえ

ぬき」より多く,当たり籾数で「はえぬき」が 3万 1千で

「ササニンキ」力ゞ 3万 8千と品種間で異なった。

登熟の推移は,図 1に示すように,9月 5日 までは「サ

サニシキ」が「はえぬき」を上回っていたが,9月 10日 か

ら「はえぬき」が「ササニンキ」を上回った。その後 ,

「ササニシキ」の登熟速度が鈍ったのに対し,「はえぬきJ

の登熟速度は後期まで低下しなかった。

図 1 登熟の推移

9月 10日 の葉色をみると,表 1に示すように,n葉及び
n-1葉は大差ないが,n-2葉 は「はえぬき」が「 ササ
ニシキJを上回った。

表 1 登熱期間の葉色の推移 (葉緑素計値)

％
　
翅

旬弓∞曰  9月 5日   明 10日
時  期

n-1    306
n-2   295

292      223
254      204

ササニシキ n         335      336      298
n-1      31 7      306      237
n-2      288      248      166

品種別の上葉とその次葉のみかけの光合成速度をみると,

表 2に示すように,9月 10日 において「はえぬき」が「サ

サニシキJを上回った。

表 3に示すように,茎葉の TAC含量は, 8月 H日 に

「ササニシキ」が「はえぬき」を上回っていたが, 8月 25

日から逆に「はえぬきJが「ササニシキJを上回った。ま
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表2 品種別みかけの光合成速度

品種       登熟後期 (9月 10日 )

た,茎葉の乾物重も同様に8月 25日 から「はえぬきJが
「ササニシキ」を上回った。

平年と比較した品種別の収量及び品質は,表 4に示すよ

うに,「はえぬきJはほぼ平年並であるが,「ササニンキ」
は平年を下回った。なお,「ササニシキ」の整粒歩合の低

下は乳白粒と腹自粒が平年より多いためである。

このように,「はえぬき」が「ササニシキJに比べて登

熟中期以降の登熟力期順調に進んだ要因として次のことが考

えられる。 8月 の日照不足により光合成産物が平年より少

ない条件下で,「はえぬき」は穂への炭水化物の移行が少

なく,茎葉のTAC含量の減少が軽減された。また,下位
葉の葉色の低下も少なく,根活力を維持した。この結果 ,

「はえぬきJは高温多照になった登熟中期以降において
「ササニシキJよ り高い稲体活力を維持 し,登熟中期以降
の光合成速度が,「ササニシキ」を上回った。このことか

ら,「ササニシキJの収量,品質が平年を下回ったのに対

し,「はえぬきJは ほぼ平年並を確保した。

以上のことから,炭水化物栄養からみて,「はえぬきJ

は「ササニシキ」より安定した登熟を確保できる特性を持っ

ていると考えられる。

4 ま  と  め

8月 の日照不足及び9月 の高温の条件下で,「はえぬきJ

と「ササニシキJの登熟に関係する特性を比較した。「は

えぬき」は,登熟中期から後期において,「ササニツキJ

より,みかけの光合成速度が高く,ま た,茎葉中のTAC
含量 (利用可能な全炭水化物量)の低下が少なかった。登

熟歩合は登熟中期までは「ササニシキ」が「はえぬきJを

上回ったものの,登熟後半は逆に「はえぬき」が「ササニ

シキ」を上回り,安定した登熱特性を示した。

lL  葉 止-1
はえぬき 68

(100)鵬
⑩ササニンキ “
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注 単位 :μ mOICO,/r/sec

はえぬき

8/11   53
8/25   63
8/31   65
9/14 90
成熟期

116  169
110  173
30   95
108  108

ササニツキ

8/11 72
8//25    5 3

8/31 20
9/14    70
成熟期

121  193
59 112
11  31
07   77

表4 収量及び整粒歩合

ササニシキ 591(96)615(100) 758 792

表 3 稲体の炭水化物栄養
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